








【要約】神経芽細胞腫マス・スクリ一二ングにおける測定法は,HPLC 法が他の定性検査法

に比べ,その発見頻度が顕著に高いこと,さらに HPLC 法自体の改良や自動化が進んだこと

などから,HPLC 法による尿中 VMA,HVA の定量法に統一されようとしている。 

すでに報告したように,尿中 VMA,HVA 定量値による神経芽細胞腫患児の判定においては,ク

レアチニン補正が不可欠である 1。 

しかしこれまで,クレアチニンが異常に低いため,補正の結果,VMA.HVA 値が高値となる検

体が多く見られ,これら検体をどう判定するかが,問題点の一つとされていた。最近,これら

クレアチニン異常低値の原因がある種の細菌汚染によるもので,検体郵送中の細菌の繁殖

により,クレアチニンが分解されるためであるとの報告があった 3㌔そこで今回,クレアチ

ニγが異常に低いため,VMA や HVA が高値となる検体の割合や,その値の異常性について検

討し,併せてこれら検体の出現防止策として,採尿ろ紙の乾燥による効果について検討した。 


